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第
四
七
回
倉
岳
町
民

体
育
祭
が
、
「
親
睦
と
融

和
、
明
る
く
活
力
の
あ
る

町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

天
草
市
長
な
ど
多
数
の

来
賓
ご
臨
席
の
下
、
２
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
 

 
当
日
は
、
絶
好
の
秋
日

和
の
中
、
選
手
た
ち
は
、

昨
年
の
う
っ
ぷ
ん
を
晴

ら
す
か
の
よ
う
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
躍
動

し
て
い
た
。
 

 
競
技
は
、
１
５
分
館
が

巧
ち
競
争
や
リ
レ
ー
、
徒

競
走
な
ど
１
６
種
目
に

地
区
の
栄
誉
を
掛
け
て

競
い
合
っ
た
。
 

 
結
果
は
、
何
処
の
分
館

よ
り
応
援
に
迫
力
が
あ

り
、
選
手
と
一
体
と
な
っ

て
戦
っ
た
棚
底
５
区
が

見
事
２
連
覇
を
果
た
さ

れ
た
。
大
会
関
係
者
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
で
し
た
。
 



８月末 ９月末

692

2,863 2,858（-5）

481(-1） 1,114

1,057457（-3) 1,051（-6）

合　計 1,231 1,228（-3）

宮　田 460

482

289浦 290（+1）

　人口動静
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９月末 ８月末

694（+2）

世　帯　数 人　　口

1,113（-1）

主な行事予定 

           １１月   ４日（土）仮装運動会（社協）     １１月   ９日（木）秋の全国火災予防運動        ～１５日（ 水）       １１月 １２日（日 ）天草最高峰倉岳ウォーク                      １１月 ２６日（日 ） 倉岳町ふるさと祭り                        （予定のため変更になる場合あり）          

村
田
 
良
行
様
（
東
京
都
）
 

岡
本
 
正
男
様
（
兵
庫
県
）
 

温
か
い
善
意
の
ご
寄
付
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
志
は
、
棚
底
地
区

振
興
会
の
事
業
活
動
の
た
め
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
稲
田
五
十
四
さ
ん
が
９
年

前
に
天
高
倉
校
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
指
導
を
始
め
た
時
、

「
小
学
生
の
頃
か
ら
や
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
声
を
聴
い

た
の
が
、
頭
に
こ
び
り
つ
い

て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
き
っ

 
か
け
で
今
回
、
倉
小
に
働
き

か
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。
 

 
倉
小
で
は
、
授
業
の
一
環

と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
、
地
域
の
人
達
と
の
交

流
や
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
学

習
や
人
格
形
成
の
上
で
児

童
に
い
い
影
響
が
期
待
で

き
る
と
前
向
き
に
判
断
さ

れ
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
２

１
名
が
ク
ラ
ブ
活
動
で
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
贈
呈
式
で
は
、
校
長
先
生

や
倉
岳
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

黒
木
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
２
０
セ
ッ
ト
１
０

０
万
円
以
上
も
す
る
高
価

な
競
技
用
品
一
式
が
児
童

代
表
に
授
与
さ
れ
た
。
 

 

 
最
後
に
６
年
生
山
並
く

ん
か
ら
『
道
具
を
大
切
に
し

て
練
習
に
頑
張
り
ま
す
。
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
』
と
お
礼
の
こ
と
ば
が

あ
っ
た
。
 

 

 

 

１
０
月
１
５
日
（
日
）
あ

い
に
く
の
雨
の
中
、
棚
底
諏

訪
神
社
の
『
秋
の
例
大
祭
』
が

行
わ
れ
た
。
４
５
０
年
以
上

続
く
伝
統
行
事
も
、
雨
に
は

勝
て
ず
、
メ
イ
ン
の
神
幸
行

列
は
、
中
止
と
な
っ
た
。
 

 
そ
ん
な
中
、
勇
壮
な
獅
子

舞
と
迫
力
あ
る
太
鼓
踊
り
が
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
、
雨
に
濡

れ
な
が
ら
見
学
さ
れ
て
い
た

参
拝
者
か
ら
は
、
盛
ん
に
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
 

 
棚
底
城
跡
と
倉
岳
山
頂
は
、

お
互
い
に
見
合
う
こ
と
が
で

き
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。
１

６
世
紀
中
葉
の
記
録
に
残
る

棚
底
城
争
奪
戦
は
常
に
、
栖

本
氏
の
守
る
棚
底
城
を
上
津

浦
重
貞
が
攻
め
る
形
で
展
開

し
、
つ
い
に
１
５
６
０
年
、

相
良
氏
の
斡
旋
で
上
津
浦
氏

が
棚
底
城
を
再
入
手
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
九

州
各
地
を
根
城
に
倭
寇
（
海

賊
）
が
跳
梁
し
、
ま
た
八
代
か

ら
は
民
間
交
易
船
が
多
数
、

中
国
（
明
）
へ
向
か
っ
て
船
出

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
八
代

海
を
渡
る
船
団
の
動
き
は
倉

岳
山
頂
に
立
つ
と
、
き
っ
と

見
渡
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

有
明
海
側
に
拠
点
を
持
つ
上

津
浦
氏
の
執
拗
な
ま
で
の
棚

底
城
入
手
へ
の
熱
意
は
、
海

の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
倉
岳
を
押
さ
え
る
た
め

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
（
天
草
市
文
化
課
 
中
山
）
 

倉岳山頂から見た棚底城跡 

棚底城通信 第１８号  

玉振り役の子供に合わせて舞う２頭の獅子 

倉岳Ｇ・Ｂ協会黒木会長から児童代表へ＝贈呈式 

児童代表からお礼のことば 

豪華なスティックなど２０セット 


